
 安全管理室だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さわらの   

梅みりん焼き 
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さわら       ２切 

梅干し      大粒 1 

みりん     大さじ２ 

しょうゆ    大さじ１ 

 

 

 

 

 2月のインシデント・アクシデントは総数 109件で
した。目標数達成できています。 

 医療病棟 26件、介護医療院 82件であり、内容別
では、薬剤 27件、療養上の世話 50件でありまし
た。薬剤では内服薬 17件、注射薬 6件、その他の薬
剤 4件であり、内服薬については配薬わすれ、臨時
薬、定期薬のセット間違い、禁薬時の電カル処理忘
れ、下剤の重複、鍵管理の薬剤忘れなどでした。も
う一度マニュアル、手順の確認をしっかり行いまし
ょう。 

２月のインシデント・アクシデント 

 パーソン・センタード・ケアとは、「年齢や健康状態にかか

わらず、すべての人々に価値があることを認め尊重し、ひとり

ひとりの個性に応じた取り組みを行い、認知症を持つ人の視点

を重視し、人間関係の重要性を協調したケア」のことを言いま

す。英国ブラッドフォード大学のキットウッド教授が提唱しま

した。 

パーソン・センタード・ケアを実践するうえでもっとも大切

になるものは、「パーソンフッド」です。具体的には、「ひと

りの人として周囲に受け容れられ、尊重されること」を言いま

す。 

 脳の障害により、失われていく能力に直面したとき、パーソ

ンフッドを保つことを大切にケアを行うことで、認知症の人の

よい状態を高めることができます。認知症のヒトの①脳の障

害、②身体の健康状態、③生活歴、④性格傾向、⑤社会心理の

５つの要素に基づいたケアです。 

 認知症の人たちには愛のニーズを中心に５つの心理的ニーズ

が重なり合うように存在していると考えています。これらのニ

ーズはすべての人がもっていると思われますが、自分のニーズ

を自分で満たすことができない認知症の人には、より強く出て

きます。この５つの心理的ニーズが満たされているとき、認知

症の人はよい状態でいられます。認知症の人が良くない状態で

ある場合、満たされていないニーズは何なのか、その人の視点

に立って考えてみましょう。 
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医療部門 介護医療院

１ さわらの表面にキッチンペーパー
を軽くあてて、余分な水気を取り
ます。 

２ 梅干しは種を取り、包丁やスプー
ンでたたいてペースト状にしま
す。 

３ ポリ袋にさわら、梅ペースト、みり
ん、しょうゆを入れ、優しくゆすり

ます。空気を抜いて口を閉じ、平た
い場所で漬け込みます。作り置きの
場合、この状態で冷蔵保存します。 

４ オーブンは２００度に余熱しま
す、さわらを室温に戻します。 

５ さわらをポリ袋から取り出し、汁
気を落とし、クッキングシートをし

いた天板に並べて置きます。２００
度のオーブンで１０～１５分ほど焼
いて完成。 

 

 よくない状態のサインとは                

絶望しているときに誰からも相手にされない                        

非常に強い怒りがある                            

深く悲しんでいるときに誰からも相手にされない                         

不安がある                                

恐れがある                                 

退屈している                                    

身体的な苦痛、痛み、不快感がある                            

身体が緊張している                                  

動揺している                                

無気力である   などがよくない状態のサインです。                                   

 

 

＜ 

認知症と共に生きる人々の心理的ニーズ 

パーソン・センタード・ケアとは 


